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陀
御
僻
退
良
久
し
く
有
之
由
。
此
旨
申
問
候
慮
、
年
寄
中
へ
も
相
郡

馳
走
可
仕
旨
被
仰
出、

挨
拶
に
罷
出
有
之
候
。
御
茶
は
宗
和
平
前
御

所
望
被
鑑
、

微
妙
公
も
御
山
鹿
被
遊
、
御
茶
も
被
召
上
候
由
官
上
す
。

益
印
よ
り
御
懸
物
巡
上
の
時
代
は
、

大
火
都
以
前
に
て
御
十
一
-
一
段
以

陀
候
や
と
思
召
候
旨
被
仰
出
候
慮
、
尤
大
火
事
以
前
に
て
御
座
候
。

時
代
憾
K
m
A
え
不
申
候
。
大
級
被
仰
山
候
御
年
齢
と
出中
和
候
国
国
。
共

日
稲
葉
美
浪
守
殴
も
御
出
に
候
。
是
は
御
庭
御
見
物
有
之
度
候
由
。

共
日
仰
向
道
可
有
や
の
旨
、

小
期
滞
兵
術
を
以
て
ん
企
印
老
よ
り
被
仰

近
候
由
。
い
ま
だ
御
意
中
不
被
仰
付
以
前
に
て
候
。
扱
又
安
易
へ
盆

印
老
、
御
益
被
下
候
節
、
御
盃
を
持
ち
御
勝
手
へ
退
可
巾
と
仕
候
慮
、

楽
浪
守
殿
御
出
、
安
民
歪
御
乞
被
成
候
陀
付
制
押
伏
い
た
し
、
狛
可
罷

立
と
仕
候
底
、
微
妙
公
不
苦
俄
陀
候
。
慮
外
可
仕
官
級
仰
付
時
並
の

成
K
、
舟
越
伊
藤
守
殿
御
座
候
故
、
伊
抽
出
守
迄
相
波
候
由
。
か
桜
の

俄
進
は
m
M
え
候
縛
北
ハ
、
時
代
は
し
か
と
党
え
不
申
候
由
骨
口上
也
。

一、

七
月
十
六
日
、
蛸
岡
山
父
組
の
怒
所
へ
時加で
h

一
詠

は
最
早
及
老
年
候
問
、
遺
物
と
被
思
召
候
椋
に
と
有
之
、
其
上
に
て

御
留
被
遊
侠
。
共
よ
り
以
前
於
小
松
桜
山
御
掛
作
、
金
森
宗
和
へ
御

茶
被
下
候
。
共
節
件
の
雌
の
方
を
被
錦
掛
候
曲、

言
上
有
之
候
局
、

北ハ節
御
茶
の
手
前
は
何
れ
に
て
候
平
、
且
相
伴
は
能
陀
て
候
や
御
官時

候
底
、
相
伴
は
安
易
と
津
問
先
々
玄
都
立
忠
に
て
御
座
候
。

中
村
久
越

即
時
わ
け
て
消
K
し
玉
の
跡
と
へ
ば
忠
ひ
み
だ
る
L
A

脚
訟
の
下
平

修
、
庭
、
自
台
徳
公
微
妙
公
御
婚
胞
の
筒
、
御
拝
領
被
成
候
。
此
外
平

野
勝
四
郎
・
片品川
同
郷
等
不
可
枚
娘
。
棋
の
悩
士
茄
子
御
茶
入
は
、
太
閤

よ
り
前
徳
公
仰
到
倒
也
。
牧
渓
の
鶏
の
街
、
録
名
物
の
旨
共
般
有
之

や
の
旨
御
需
有
之
候
。
兵
部
去
。

件
の
絡
の
都
は
世
間
流
布
の
名
物

記
に
も
紋
之
、
且
菩
山
間
制
併
の
印
有
之
候
僚
、
可
篤
名
物
候
か
。
元

来
一
院
は
酒
井
謙
厳
守
肢
昼
印
御
所
持
の
慮
、
或
時
{
企
印
御
持
品
骨元世

結
問
視
仕
立
候
沼

て
御
合
せ
候
風
、
表
n
H
迄
も
符
合
陀
付
、
則
盆
印
よ
り
被
逃
候
出
回
言

上
候
。
被
仰
向
候
は
其
俄
丸
御
門
比
被
成
候
。
空
印
よ
り
被
巡
候
は
、
雌

白
級
陀
被
思
召
候
。
此
時
微
妙
公
よ
り
は
益
印
老
へ
可
被
泣
旨
、
五

可
巾
上
旨
陀
て
相
巧
候
風
、奥
村
伊
抽
出
井
兵
部
は
如
御
綻
党
え
申
候
。

然
共
本
多
安
易
巾
候
は
、
右
室
印
老
よ
り
多
候
は
維
に
て
御
座
候
。

右
の
泊
り
符
合
陀
付
、

御
問
所
相
共
に
御
僻
退
の
所
、
安
印
被
仰
候

一
、
印
判
の
認
方

御
領
閣
高
辻
綬
出
来
、
本
多
安
房
・前
岡
佐
渡
・奥
村
笠
岐
・
奥
村
伊

珠
連
判
に
加
印
、
宛
所
は
本
多
淡
路
守
殿
・牧
野
図
将
守
殿
也
。
日
付
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